
【ステップの流れ】　　　　　　　　　　　　　【教師のタイムスケジュール】

☆授業実施前　図書委員会や図書担当の職員に学校図書
利用の実情を聞き取る。

☆授業実施前　地域の図書館を事前に訪問して、子ども
達の利用状況や図書検索システム等について調べてお
く。

・アンケート調査（ワークシート①を利用）また
は学級でワークシートの内容を議題に意見交換
どれくらい図書室を利用しているか？
何冊ぐらい借りたことがあるか？
地域の図書館と学校図書室の違いは？等の質問

☆STEP2 に入る前　地域に「蔵書検索システム」
のある図書館があれば図書館見学に行ってみる。
・ワークシート②を使って、普段は見逃している
ような図書情報に注目してみる。
・クラス内で、データベースの項目を考える。
　書名・作者名は必須として、出版社・ページ数・
発行日・分類・値段・ページ数等、検索に必要な
情報を話し合って決定する。

【STEP１】みんなの図書室

利用状況や貸出し状況を知ろ

う！

【STEP２】本を探すとき

に、どんな図書情報があれば

探しやすいだろうか？

【STEP３】データベース登

録したい本をピックアップ

【STEP４】図書情報をコン

ピュータに入力しよう。

子ども達の発言等をまとめて、学校図書検索システ
ムの作成を提案する（教師用ガイド参照）。

　話し合いの結果をもとに、表計算ソフトで「図
書情報入力シート」を指導者側が作成しておく。
　ワークシート③は、そのサンプルであるが、こ
の項目は、その状況に応じて変化するものとする。

・ワークシート③を配布。情報収集作業に入る。
※基本的には、ひとり１枚。しかし、学級の規模
や情報機器の数の問題によっては班で役割を分担
しての活動もありうる。

ワークシート③に書きこんだ
本が既に登録されていないか
を確認する。

ワークシート③に書きこ
んだ図書情報を表計算ソ
フトにて入力する。

事前に書名検索の方法を簡単
に伝えておくことが必要。

☆登録が初回の場合 ☆既にデータベースがある場合

☆データ入力後　全ファイルを集計して、１つにまとめて、一

括してデータベースソフトへ変換する（教師用ガイド参照）



【STEP５】おすすめ図書デ

ータベースを使ってみよう！

（検索方法の習得）

・様々な方式の検索方法を試してみる。

　手書きのワークシート③も準備しておき、手

作業で探し出す班も設定して、速度や確実性等

を比較してみるのもよい。

　分かったことをワークシート④へ書きこむ。

【完成後】図書室や、コンピ

ュータルーム、職員室等での

日常的な利用

☆ データベースの利点を実感後

・他にどのようなデータベースがあれば便利だ

ろうか？ということをみんなで考えてみる。

☆データベース完成後（図書情報の追加、更新）

　データベース項目に「感想」「コメント」欄を

設けている場合は、図書貸出しに応じて徐々に

内容を追加、充実させていく。図書委員が行う

場合もあれば、実際に本を借りた人が入力して

もよい。


